
『
法

華

玄

義
』
に

お

け

る

三

観

野

本

覚

成

1

三
観
は
天
台
大
師
智
顎

(五
三
八
-
五
九
七
)
の
重
要
な
教
学
原
理
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
台
智
顕
に
よ
つ
て
大
成
さ
れ
て
い
る
仏
教
法

門
で
も
あ

る
。

し
か
し
、
三
観
は
四
教
と
同
じ
く
、
三
大
部
中
で
も
そ
れ
だ
け
の
た

め
の
章
も
な
く
、
完
全
な
型

で
そ
れ
だ
け
の
た
め
に
説
か
れ
た
書
籍
も

存
在
し
て
い
な
い
。
『
三
観
義
』
二
巻
と
い
う
、

そ
の
成
立

か
ら
す
る

と
天
台
智
顎
に
と
つ
て
は
い
さ
さ
か
不
本
意
と
も
思
わ
れ
る
著
書
が
現

存
し
て
い
る
が
、

こ
の
書
物
は
三
観
を
概
説
し
て
い
て
、
大
体
の
概
念

は
把
握
で
き
る
。
そ
れ
は
次
第
三
観
と

一
心
三
観
と
で
概
説
さ
れ
て
は

い
る
が
、

天
台
義
に
お
け
る
完
壁
な
三
観
の
書
と
は
思
え
な
い
。

こ
の
書

は
も
と
も
と
天
台
義
に
お
け
る

『
維
摩
経
』
注
釈
の
玄
義
分

を
述
べ
る
書
の

一
部
で
あ
つ
て
、
現
存

『
維
摩

玄
疏
』
巻

二

(大
正
蔵

三
八
巻
)
に
約
半
分
に
消
減
さ
れ
た
型
で
見
ら
れ
る
。
そ
の
削
減

の
75

%
は
下
巻

の

一
心
三
観
の
十
乗
観
法
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
い
わ

ば
書
直
し
の
際
に
削
ら
れ
た
の
は
三
観
説
の
も
つ
と
も
重
要
と
思
わ
れ

(1
)

る
部
分
な
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
削
減
さ
れ
た
書
も
、
さ
れ
な
い
書
も
完
全
な
独
立
書
と

す
る
に
は
不
安
定
な
要
件
を
持

つ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
三
観
に
は
こ
の
よ
う
な
無
擬
自
在
な
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
れ
は
天
台
学
の
特
徴
で
も
あ
る
。

天
台
智
顎
の
書
籍
の
中
に
は
、
ま
た
諸

々
の
型
で
三
観
が
論
述
さ
れ

て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

一
様
で
は
な
い
。
そ
れ
も
晩
年
の
著
述
に
三
観
論

述
が
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
教
学

の
基
盤
は
中
観
派
に
属

す
る
こ
と
か
ら
も
、
基
本
的
に
若
年
か
ら
意
識

は
不
変
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
教
学
の
組
織
は
晩
年

に
至
る
ほ
ど
円
熟
し
て

よ
り
機
能
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
観
は
、
天
台
智
顕
の
著
作

の
処

々
に
、
種

々
に
見
ら
れ
る
が
、
基

本
的
に
は
空
観

・
仮
観

・
中
観
と
次
第
す
る
次
第
三
観
と
、
初
心
に
即

空
即
仮
即
中
を
成
ず
る

一
心
三
観
と
に
区
別
さ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
天
台
教
学

の
究
極
は

一
心
三
観
が
常
に
行

わ
れ
る
能
力
を
養
う
こ

と
に
あ
る
訳
だ
が
、
そ
れ
が
種
々
に
説
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

『
法
華
玄
義
』

に
お
け
る
三
観

(
野

本
)
 

二
三
七
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『
法
華
玄
義
』

に
お
け

る
三
一観

(
野

本
)
 

二
三
八

『摩
詞
止
観
』
に
は
特
に
、
そ
れ
の
み
に
見
ら
れ
る
詳
説
さ
れ
た
断
惑

行
と
し
て

の
三
観
の
実
修
を
十
乗
観
法

の
第
四
破
法
編
に
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
、
『
法
華
文
句
』
に
は
い
わ
ゆ
る
託
事
観
を
詳
細
に
見

る

こ
と

が
で
き
る
。

『
法
華
玄
義
』
十
巻
、
教
相
門
随

一
の
書
に
は
、
ど
の
よ
う
に
三
観

が
説
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
観
に
託
事
、
約
行
、
附
法
の

三
種
観
法
が
あ
る
う
ち
、
破
法
編
の
ご
と
き
は
約
行
観
と
見
て
良

い
だ

ろ
う
。
『
法
華
玄
義
』
に
は
ほ
と
ん
ど
附
法
観
と
し
て
の
三
観

が
説

か

れ
て
い
る
。
そ
の
三
観
は

『
三
観
義
』
の
如
く
解
り
易
く
平
易
に
説
く

と
い
う
手
段
で
は
な
く
、

む
し
ろ
達
意
的
で
あ
る
。
ま
た
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
豊
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
三
観
説
示
文
を
集
合
さ
せ
、
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天

台
義
に
お
け
る
三
観
義
が
総
合

で
き
る
訳
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
れ
が
必

要
な
程
に
種
々
に
説
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
観
説
示

文
の
拾
集

が
、
現
存
し
な
い
諸
師
著
述
目
録
上
の

「
三
観
義
」
と
い
う

(
2
)

書
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

『
法
華
玄
義
』
の
み
が

対
象
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

2

『
法
華
玄
義
』
の
全
体
で
は
何
故
か
、
前
半
に
多
く

(
2
一3
)
三
観

説
が
見
ら
れ
る
。
二
巻
目
が
最
も
多
く
二
十
回
以
上
見
ら
れ
、

一
巻
に

九
回
、
三

・
四

・
六

・
八
巻
も
十
回
以
上
見
ら
れ
る
。

科
文

で
は
、
第

一
釈
名
玄
義
は
六
巻
半
ほ
ど
占
め
る
が
こ
れ
が
約
七

割
強
の
三
観
説
が
見
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
 
門
十
妙
に
三
観
説
が
あ
り
、

本
門
十
妙
以
降
は

一
巻
ほ
ど
占
め
る
が
わ
ず
か
二
回
見
ら
れ
る
の
み
で

あ
る
。
 
門
十
妙
中
で
も
境
妙

の
十
三
回
、
行
妙
十

一
回
、
利
益
妙
八

回
、
位
妙
七
回
、
智
妙
六
回
、
あ
と
は
二
回
ず

つ
見
ら
れ
る
が
、
説
法

妙
に
は

一
度
も
見
ら
れ
な
い
。

第
二
弁
体
玄
義
は
第
八
巻
か
ら
お
よ
そ

一
巻

を
占
め
る
が
十

一
回
見

ら
れ
る
。
第
五
判
教
玄
義
は
第
十
巻

の
一
巻
を
占
め
る
が
二
回
見
ら
れ

る
だ
け
。
第
三
明
宗
玄
義

・
第
四
論
用
玄
義
に
は

一
回
も
三
観
説
が
見

ら
れ
な
い
。
境
妙
は
お
よ
そ

一
巻
を
占
め
な
が
ら
、
十
三
回
見
ら
れ
る

が
、
第
五
判
教
玄
義
は
お
よ
そ

一
巻
を
占
め
る
が
2
回
し
か
見
ら
れ
な

い
の
は
内
容
上
の
必
要
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が

つ
て
、
教
判
に
さ
ほ
ど
三
観
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
解
る
。
む
し
ろ
、
教
学
の
内
容
に
必
要
な
も

の
で
、
対
外
的
教
学
説

明
で
は
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
教
学

の
組
織
構
成

の
表
面
に
は

さ
ほ
ど
出
な
い
、
と
い
う
意
味
で
実
践
行
観
行

と
し
て
の
本
来

の
性
格

が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3

(3
)

『
法
華
玄
義
』
の
三
観
は
次
の
25
分
類
の
如

き
型

で
見
ら
れ
る
。

A
法
華
経
の
経
体
と
し
て
、
B
二
諦

と
の
併

説
、

C
三
諦
と

の
併

説
、

D
三
軌
と
併
説
、

E
二
智
三
智
と
併
説
、

F
化
法
四
教
と
併
説
、

G
行
位
と
併
説
、

H
三
種
教
相

(頓
・
漸
・
不
定
)
と
併
説
、
1
四
句
分

別
と
併
説
、

J
四
土
と
併
説
、

K
四
悉
檀
と
併
説
、

L
四
諦
と
併
説
N
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M
五
陰
五
境
等
と
併
説
、

N
五
味
と
併
説
、

〇
十
如
と
併
説
、
P
十
法

界

(
二
乗

・
仏
)
と
併
説
、
Q
十
二
因
縁
と
併
説
、
R
善
悪
慈
悲
と
併
説
、

S
託
事
観

と
し
て
途
べ
る
、
T
三
諦
三
観
の
妙
観
法
、
U
四
種
三
昧
と

併
説
、

V
断
惑
と
し
て
述
べ
る
、
W
二
十
五
三
昧
と
併
説
、

X
三
昧

・

禅
観
と
し
て
述
べ
る
、
Y
諸
典
籍
と
併
説
、
さ
ら
に
三
観
で
は
な
い
三

観
に
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
が

一
応
こ
れ
は
は
ぶ
く
こ
と
に
す
る
。

十
二
因
縁
が
中
観
派
の
智
顕
を
し
て

「即
空
即
仮
即
中
」
と
い
う
言

い
方
で
表
現
さ
れ
る
が
、
三
観
の
基
本
と
し
て
あ
る
十
二
因
縁
と
の
併

説
は
、
わ
ず
か

一
回

(「因
縁
法
」
な
ら
ば
多
い
)
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

基
本
的
論
述
と
い
う
よ
り
達
意
的
に
述
べ
て
い
る
5『
法
華
玄
義
』
の
三

観
を
性
格
づ
け
る
も
の
で
あ

る

ま
た
、
約
行
観
に
し
て
も
、
託
事
観
に
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
る

が
、

い
わ
ゆ
る
付
法
観
的
な
論
旨
が
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
三
種
観
法
は
複
合
的
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、

断
定
的
に
三
種

の
そ
れ
ぞ
れ
が
異

つ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
約
行
観
は

常
に
付
法
観
的
説
明
が
併

い
、
託
事
観
は
常
に
約
行
観
が
伴

つ
て
い
る

訳
で
あ
る
し
、
相
互
に
重
層
し
て
い
る
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

は
当
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
25
分
類
し
た
三
観

の
文
は
、
次
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
単
に

そ
の
法
と
三
観
だ
け
で
は
な
く
、
種

々
の
法
も
同
時

に
併
説
し

て
い

る
。不
定
観
者
…
…
即
是
毒
在
二
乳
中
↓
即
能
殺
レ
人
也
。
若
有
人
発
二
四

弘
誓
願
一修
二六
度
一体
仮
入
空
無
生
四
諦
観
…
…
即
是
毒
二生
蘇
一殺
レ
人

也
。
…
…
修
二従
空
出
仮
↓
修
二無
量
四
諦
観
一是
毒
至
二熟
蘇
一而

殺
人

也
。
若
有
下
坐
禅
修
二
中
道
自
性
等
禅
正
観
一学
二
無
作
四
聖
諦
一行
中
法
華

般
舟
等
四
種
三
昧
卸
諮
然
心
悟
得
二無
忍

生
幻
即

是
醍
醐
行
中
殺
レ
人

也
。
(大
正
蔵
三
三
脳
下
)

こ
れ
を
分
類
す
る
場
合
、
不
定
観
と
五
味
、

四
諦
、
四
種
三
昧
が
重

説
さ
れ
て
い
る
と
見
る
。
さ
ら
に
…
…
の
略
文

部
分
に
も
見
ら

れ
る

が
、

こ
れ
は
直
接
的
な
三
観
の
説
明
と
は
見
な

い
で
は
ぶ
い
た
。
こ
の

よ
う
に
考
え
方
に
よ
つ
て
は
問
題
が
出
て
く
る
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
単

純
明
快
に
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
『摩
詞
止
観
』

の

一
念

三
千

説
は
、
附
法
観

的
に
と
ら
え
る
と
十
界
、
三
世
間
、
十
如
の
複
合
的
三
観
、

一
心
三
観

の
説
示
で
あ
る
。
円
頓
止
観
と
し
て
の

一
心
三
観
の
附
法
観
的
論
説
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

1

『
三
観
義
』
所
説
の
法
門

(天
台
学
報
二
十

一
号
、
昭
和
五
十
四
年
十

一
月
)
拙
稿
参
照
。

2
 
最
澄
撰

『三
観
義
』
一
巻
、
円
仁
撰

『
三
観
義
』

一
巻
、
安
然
撰

『
三

観
義
私
記
』
三
巻
、
良
源
撰

『
三
観
義
私
記
』

一
巻
、
覚
超
撰

『
三
観
義

私
記
』

一
巻
、
凝
然
撰

『
三
観
要
義
』
(
以
上

『釈
教
目
録
』
『
竜
刺
録
』

『台
祖
密
目
』
『
日
本
天
台
録
』
『謙
順
録
』
『諸
宗
章
疏
録
』
よ
り
)
。そ

の
他
二
十
師
に
よ
る
『
三
観
義
私
記
』
な
る
書

が
見
ら
れ
る
。
源
信
撰

『
三
観
要
義
』
(現
存

『三
界
義
私
記
』
)
、は
三
界

(欲

・
色
・
無
・
色
)

の
説
明
が
主
旨
と
な
つ
て
い
る
。

3

『法
華
玄
義
』
に
お
け
る
三
観
の
構
造
(大
学
大
学
院
研
究
論
集
三
号
、

昭
和
五
十
四
年
三
月
)
拙
稿
参
照
。
(大
正
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

『
法
華
玄
義
』

に
お
け
る
三
観

(
野

本
)
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